
形成外科

　形成外科では、先天性疾患や外傷、手術後、腫瘍などによって生じた体

表の組織欠損、機能障害、変形などに対して、修復・再建を行っています。

治療対象の部位は頭から足先まで多岐にわたり、扱う疾患も非常に幅広い

のが特徴です。私たちは、患者さんが機能的・形態的に回復し、さらに精

神的にも満足のいく社会生活を送れるよう支援することを目標としてい

ます。治療は主に手術によって行われますが、症状や患者さんの状態に応

じて、さまざまな治療法を組み合わせて最適な医療を提供しています。主な治療対象は以下の通りですが、どの疾患に

おいても最良の治療を提供できるよう日々尽力しています。

  診療内容

  特色

▪ 日本形成外科学会 認定施設

医師名 役職 専門分野 専門医認定 / 資格など

木野　紘美 副部長 形成外科一般
日本専門医機構認定形成外科専門医・指導医、
小児形成外科分野指導医、
日本口蓋裂学会認定師

柏井　彩 副医長 形成外科一般 日本専門医機構認定形成外科専門医

  スタッフ

　平素より多くの患者様をご紹介いただき、誠にありがとうございます。
　これまで形成外科医が不在で、ご不便をおかけしておりましたが、2025
年 4 月より形成外科専門医 2 名が常勤として着任いたしました。小さな皮
膚腫瘍の切除や、外傷・体表のけがなどでお困りの際は、ぜひご紹介いた
だけますと幸いです。迅速かつ丁寧な対応を心掛けておりますので、お気
軽にご相談ください。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

  地域医療機関の先生方へ

形成外科
副部長

木野　紘美

対象疾患 具体的傷病名

先天異常 口唇口蓋裂、多指（趾）症、合指（趾）症、埋没耳、巨口症など

顔面外傷 顔面軟部組織損傷、顔面骨骨折（眼窩、鼻骨、上顎、頬骨骨折）

皮膚腫瘍 皮膚良性腫瘍、母斑、血管腫、皮膚悪性腫瘍

瘢痕拘縮（傷の引きつれ） 外傷後・熱傷後瘢痕拘縮、ケロイド、肥厚性瘢痕

その他 眼瞼下垂、臍突出症、熱傷、褥瘡・皮膚潰瘍など

  実績
入院実績（人）

年間延入院患者数 975 
新患者数 93

外来実績（人）
年間延外来患者数 3,284 
新患者数 143 
1 日平均患者数 13.5 

主な手術件数
鼻骨骨折 14
眼瞼下垂症 20
顔面皮膚・皮下腫瘍 20
その他皮膚・皮下腫瘍 13
下腿皮膚潰瘍 6


